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　平素より福岡空港の運営にご高配を賜り、厚く御礼申し
上げます。
　「福岡空港国際線ターミナルビル等増改築工事」につい
ては、コロナ禍の年５月からターミナルビルを運用し
ながら、お客さまおよび空港で働く皆さまの安全確保を最
優先し工事を行ってまいりました。年３月日のグラン
ドオープン後も改修工事を進めてまいりましたが、無事工
事完了を迎えました。設計・施工にご尽力いただいた関係
者の皆さまをはじめ、長期間にわたった工事にご理解をい
ただいたお客さま、地域の皆さまに心より感謝申し上げま
す。
　さて、当工事は、国土交通省が行う滑走路増設事業に伴
い今後増えていく国際旅客の皆さまを心地よい空間でお迎
えするため、国際線旅客ターミナルビルの増築と大規模改
修を行うものでした。
　お客さまにスムーズにご利用いただくため、コンコース
を延伸しＰＢＢ（旅客搭乗橋）を６基増設、保安検査場を
移転拡張しスマートレーンを７台導入、二次交通への乗り
継ぎ機能強化としてのアクセスホール新設などを行いまし
た。
　また、快適に楽しくご利用いただくため、免税店を４倍
に拡張したほか、８店舗を要するフードホールを新設する
などの改修も行いました。内装にもこだわり、随所に福岡
らしさ・日本らしさを感じられる心地よい空間を演出して
います。
　当社は、地域の重要なインフラである福岡空港を運営す
る事業者として、安全・安心の確保を第一に周辺地域の皆
さまのご理解とご協力を得ながら運営を行い、地域経済の
発展に寄与していきたいと考えております。引き続き、お
客さまに愛される福岡空港の実現に向け努力してまいりま
すので、皆さまの変わらぬご支援・ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。
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　本計画は、国土交通省が行う年供用開始の滑走路増
設事業に合わせ、既存の国際線ターミナルをより多くの旅
客を心地よい空間でお迎えできるよう拡張するプロジェク
トです。
　外観は、あえて既存と大きく異なるフォルムで計画して
います。内部空間で余剰となっている外壁部をスライスす
るようにカットし、既存部から翼を広げたような造形とし
ています。ステンレスで形成された外観は、時間の経過と
ともに変化する外光により、様々な表情を創り出します。
　内部空間は、搭乗待合までを最短距離・時間で至ること
を重視していた従来の計画から、新免税店エリアをウォー
クスルーする動線となっています。搭乗口までの間に設け
た櫓（やぐら）などの環境演出により、旅の高揚感を高め、
空港施設に新たな旅客体験の場を創出しています。
　また、到着ロビーを拡張して新設したアクセスホールは、
屋内の待機スペース、各種二次交通へのスムーズな乗降、
配送や飲食サービスの拡充など、これまでの国内空港の設
計思想を一新した計画としています。減築し２層吹抜けと
した到着ロビー、既存高架橋の下に滑りこませるように増
築したアクセスホールは、木の造作天井による演出も相ま
って、これまでにない明るく開放的な空間を形成していま
す。
　福岡空港国際線は、世界的にも稀（まれ）な都市に近接
した空港ですが、今回の計画により、さらに便利で快適な
空港に生まれ変わりました。
　梓設計・ＨＯＫ・西日本技術開発設計共同企業体

　梓設計　アーキテクト部門　須田磨澄、石井真

利便性向上、魅力ある空間に

北側コンコース 搭乗待合室

免税店エリア 保安検査場

到着ロビー アクセスホール

■工事名称：福岡空港国際線ターミナルビル等増改築工事
■所在地：福岡市博多区青木
■建築主：福岡国際空港株式会社
■設計・監理：梓設計・ＨＯＫ・西日本技術開発設計共同企業体
■コンストラクション・マネジメント：株式会社三菱地所設計
■施工：大成建設・旭工務店特定建設工事共同企業体
■敷地面積：，．㎡

■延床面積：北側増築，㎡、北側コンコース，㎡、アクセスホール，㎡、
南側増築，㎡、既存改修，㎡
増改築後，㎡（増改築前，㎡）

■構造：鉄骨造（増築部）、鉄骨鉄筋コンクリート・鉄骨造（既存改修）
■階数：４階
■建物高さ：．ｍ
■用途：空港
■工期：年５月１日～年月日
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